























































































































































































西暦年 第1次産業 第2次産業 第3次産業
1970 19 34 47
1975 14 34 52
1980 11 34 55
1985 9 33 57
1990 7 33 59










































西暦年 大学（4大） 短期大学 合計
1970 17.1 6.5 23.6
1975 27.2 11.2 38.4
1980 26.1 11.3 37.4
1985 26.5 11.1 37.6
1990 24.6 11.7 36.3































































































































































































































お目当てはこのシール 子らが殺到 売り切れ続出 メーカー当惑？
「悪魔」と「天使」と「お守り」と。三種類のキャラクターシールをおまけにつけた一個三十円のお菓子
が爆発的に売れている。
「問屋から届いたその場で売り切れてしまう。まとめ買いをさせないよう一人十個以上は売らないように
しています」（千葉県柏市の菓子店）。「シールに夢中で，お菓子はその場で捨ててしまう子供もいるんです」
（東京中央区月島の菓子店）。（毎日新聞，1986.12.12付夕刊 抜粋）
ビックリマンシールの大流行は，付加価値の自立，独り歩きを予兆した現象であったと考えられる。
なぜならば，それは究極のモノ離れを示し，情報社会の到来を告げるものであった。第1ステージか
らすると，お菓子本体，チョコ菓子に関心を示さないのは許しがたいことである。しかし，第2ステ
ージからすると，高度付加価値であるブランドやキャラクターを優先することに疑いを挟む余地はな
い。この現象は，前者からすると主客転倒あるいは本末転倒に見え，後者からすると高度付加価値の
自立となる。また個人化が進行し，価値観
・
から価値感
・
の時代へと移行する多様性の幕開けということ
もできる。
このように，第2ステージは，高度付加価値の圧倒的優先からその独立独行へと進展し，情報社会
がその典型となる。記号という情報環境に浮遊する今日の私たちは，どのような存在であるのか。こ
こに出現する具体的事象が次の考察対象となるが，これについては今後の課題としたい。
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